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要旨 
 1888 年の共愛学園の創立に三人の女性、不破清子、村山雪子、笹尾縫が大きな役割を果
たしたことはよく知られている。しかし、幕末に生まれ、明治初期に教育を受けたこれら
の女性たちがどのような人たちであったのか、その人物像は漠としている。そこで本稿で
はそれぞれの女性の生い立ちから来橋までの道のりを、特に彼女たちが経験したキリスト
教女子教育の内容に注目しながらたどってみたい。それにより、一人ひとりの個性が浮き
彫りになり、それぞれの女子教育への熱意が何に由来するのかが明らかになるだろう。 
 
はじめに 
 『共愛学園百年史 上巻』の刊行にあたり、当時の学園長、徳江健は「序」の冒頭で次
のように述べて、学園の創立に貢献した三人の女性、不破清子、村山雪子、笹尾縫を紹介
している1。 
 「1888年（明治 21）、近代日本が誕生して 20年、わが国の学制がようやく緒につこうと
したころ、本県では群馬県女学校の廃止、他方では前橋英学校等の塾や学校が多数設立さ
れ、学校教育は混沌とした状態のもとにありました。このとき、前橋英学校にあった不破
清子、同雪子、笹尾縫らはキリスト教主義にもとずく女子教育の大切さを説き、勉強熱心
な若き女生徒十数人がそれに答え、同英学校の経営に当たっていた高津仲次郎、深沢利重
らがこれを支援し、さらに群馬県内キリスト者の賛同を得て、わが校の前身、前橋英和女
学校の設立となりました」。2 
 この設立に至る過程は本編第二章で詳しく解説されているのだが、その中で特に重要な
史料として挙げられているのは、設立に直接携わりその半生を学園の経営に捧げた深沢利
重の手記「女子教育に就て」である。1924 年頃のものとみられるこの手記で深沢は、前橋
英学校が廃校のやむなきに至った時、不破、村山、笹尾の三人の女性が英学校に在籍して
いる女学生達の行き先を心配して、「基督教主義の女学校を設立して現在の女学生を収容す
るなれば、自分等は献身的に薄給で働くも厭わぬ」と主張したので、女学校設立に向けて
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相談することになったと述べている3。 
 『共愛学園百年史 上巻』はこの深沢の手記を他の史料とあわせて検討しながら、実際
には、英学校の廃校を受けて女学校が設立されたというより、女学校の順調な発展に伴っ
て英学校が閉校したと考えるほうが妥当ではないかとした上で、いずれにせよ女学校設立
の主張は女子教育の必要性に目覚めた女性たちからなされたこと、そして、英学校から女
学校への道は「時の勢い」であるとともに、「女性キリスト者の確固たる意志と情熱の発露」
でもあったと締めくくっている。4 
混沌とした状況の中で、女子教育の充実という方向を明確に指し示して男たちを動かし
た三人の女性たち。まだ 20代半ばだった彼女らの「確固たる意志と情熱」はどこから来た
のか。本稿では、『百年史』で明らかにされている三人の来歴を核にしながら関連資料を読
み直し、女学校設立に至るまでの三人の足跡をたどってみたい。そこから彼女達の女子教
育への意志と情熱の中身がより明確になってくるのではないかと思うからである。 
 
１ 不破清子の場合 
①生い立ち、そしてキリスト教との出会い 
右の写真は 1878（明治 11）年頃の
神戸教会安息日学校（日曜学校）遠足
の記念写真である。当時の週刊新聞『七
一雑報』は、この遠足に参加した 3教
会 300人の人々は「思ひ思ひに旗など
を翻がえ、130 両ほどの人力車を続け
て進みしが」と、遠足のにぎやかな様
子を報じたという5。                         
神戸教会は 1874（明治 7）年に、ア
メリカン・ボードの宣教師 D.C.グリー
ン6から洗礼を受けた 11 名の信者によ
って設立された西日本で最初のプロテスタント教会である7。前年にキリシタン禁制の高札
が撤去されたとはいえ、キリスト教信者の疑いでグリーンの日本語教師市川栄之助が捕ら
えられ獄死したのは8、まだ記憶に新しい 2 年前。洗礼をうけるには相当な覚悟が必要な時
代であった9。 
不破清子（旧姓村山）はこの神戸教会で、おそらく 1876（明治 9）年 4 月に洗礼を受け
てキリスト者となった。1863（文久 3）年 2月生まれであるから 13歳の時である。10 
摂津三田
さ ん だ
藩の家臣であった村山家の長女として三田藩屋敷町（現兵庫県三田市屋敷町）
に生まれた清子11をキリスト教に結びつけたのは、グリーンに続いて神戸にやってきたアメ
リカン・ボード宣教師たち12の三田伝道であった。宣教師たちは旧三田藩主九鬼隆義夫妻と
の出会いをきっかけに13、神戸の北北東 30 余キロの距離にある三田に険しい山道を越えて
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出かけていくようになり、旧藩士を中心に三田から多くのキリスト者が生まれたのである
（共愛女学校の第二代校長杉田潮もその一人である）14。 
 特に女性たちに影響を与えたのは同性の女性宣教師たちであった。中でもジュリア・ダ
ッドレーは 1874年 5月以来たびたび三田を訪問し、時には数ヶ月にわたった三田に滞在し、
「数百人の者に感化を及ぼし」たという15。その中に 2歳で父親を亡くした清子がいたので
ある。 
三田の地でキリスト教に出会った清子は、小学校を卒業すると寄宿学校として開学した
ばかりの通称「神戸ホーム」（現神戸女学院）に入学する。宣教師の報告によれば清子 12
歳、1875（明治 8）年秋のことであり、清子自身の履歴書によれば 1876（明治 9）年、13
歳の時であった16。 
「女学校」とも「神戸ホーム」とも呼ばれたこの学校は、タルカットとダッドレーが 1873
年 10月に私塾として始めた女学校を発展させたもので、1875年 10月、アメリカン・ボー
ドの正式な許可の下に開校した。その目的はキリスト教伝道と教育のさらなる推進である。
寄宿舎で生徒達と寝食を共にすることで、宣教師たちは生徒を全人的にキリスト教に導こ
うとしたのであった。したがって、寄宿生の生活の中心は日曜の礼拝であった。午前には
揃って神戸教会の礼拝に出席し、午後には寄宿舎で宣教師達による聖書や教理問答の学び
があった17。後に当時の生徒が日曜の朝の様子を次のように書いている。 
「其頃は通学生が極僅かで寄宿生の方が多かったが、毎日曜日には舎生全体が列をつく
り甲賀さんに引率されて、其細い徑を辿り汚い豚小屋の前を通って教会へ通うのであった。
…第一回の方のMotto は“One in Christ”であって、そを挿櫛に彫りつけられた様に覚えて
居る」。18 
ちなみに文中の「甲賀さん」と後出の「信
のぶ
」は、清子と同じ三田出身で 1回生であった19。 
清子が通った時期の神戸教会の雰囲気をよく伝えているのが、先の遠足の写真である。
子どもからお年寄りまで、男も女も日本人も外国人もさまざまな人が一堂に会し、楽しげ
な様子が伝わってくる。注目したいのは真ん中に広げられている「神は我らの父なり」と
いう旗である。かつて宣教師の祖先たちは「我らの父（権威）はイギリス国王ではなく聖
書の神である」と主張し、イギリス国教会の迫害から逃れてアメリカに渡ったが、神戸教
会の人々は「聖書の神こそ我らの父（権威）である」と、揺れ動く時代の中で旗色を鮮明
にし、キリスト教邪教観がまだ残る神戸の町を闊歩したのであった。 
神戸教会の性格の根底には「三田士族のからりとした明るい闊達さ」があるといわれて
いるが20、清子は 1882年末に神戸を離れるまでの 7年間、この教会で学校生活と分かちが
たく結びついた信仰生活を送ったのである。ちなみに清子は宣教師の助手として日曜学校
を手伝っていたので21、この写真のどこかにいるではないだろうか。また、後に夫となる不
破唯次郎と出会ったのもちょうどこの時期、清子 15才の頃であった。 
②学校生活 
英和女学校の寄宿生となった清子は家庭が貧しかったので、同郷の杉浦信（旧姓濱口）
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と共に寄宿舎の雑用係や宣教師の助手をするかたちでアメリカン・ボードの支援を受けた22。
仕事の内容は、掃除や洗濯、給仕や使い走りなどの一般的な家事手伝いから、授業や伝道
旅行の手伝いまで、さまざまである。その中には手伝い以上の高い能力が必要とされる仕
事もあった。例えば、日本語に自信がなかった（と思われる）ジュリア・ギューリックは、
聖書の授業を行うにあたり、すでに知識がある清子や信を事前に訓練して、自分の監督の
もとに下級生に教えさせたり、教会の日曜学校の授業内容を前日に清子や信に教え込み、
授業を担当させたりしたようである。また、三田伝道に清子や信を伴い、子ども向けの集
会を手伝わせたり、清子や信の家庭に出かけていってその母や姉妹と聖書を読む活動をし
たり、清子や信を伝道のために使っている。また、清子も信もオルガンが上手に弾けたと
いう。ギューリックはそのことを大変ありがたがっている。23 
宣教師たちは清子や信を頼りにし、清子も信もその信頼にこたえたので、両者は非常に
親しくなった24。当然、清子や信の英語は上達しただろう。 
では、週日の授業はどのようなものだったのだろうか。 
『神戸女学院百年史 総説』によれば、開校 2年目、1876年（明治 9）年の授業状況は、
「公立学校で教える地理・歴史・算数・国語」を午前中に、午後は「英語を、さらに唱歌、
万
ユニヴァーサル
国 史
・ヒストリー
を英語で学習する」というものだった25。また、朝と夕方に宗教教育の時間が
あり、1891（明治 24）年の資料によると、午前 8時半から 9時まで「神を賛美し祈祷し」、
その後組に分かれて「聖書をしらべ」、それから学科の時間が始まる。夕方は午後 4時に全
員が講堂に集まり、「神に謝」すというものだった26。つまり、朝は礼拝と聖書の時間で始
まり、夕方は祈りで終わったということである。 
清子は聖書の時間が好きだったらしい。1877（明治 10）年に着任したバージニア・クラ
ークソンは清子について、「キヨはわたしの聖書の授業に大変興味を持っている」、「彼女は
きっと日本にとってとても大切な働きをするだろう」と書き残している27。 
清子を“a nice, little girl”と呼んで、毎日目薬を差してやっていたというクラークソン
は28、1879（明治 12）年に校長に就任し、創立以来学校の責任を負ってきたタルカットと
ダッドレーは伝道のため女学校を去ることになった。女学校の経営は伝道者タイプの宣教
師から教育を専門とする宣教師へとバトンタッチされたのである29。学校の名称は英和女学
校になり、翌 1880（明治 13）年には 5年制の新課程が始まった。日本の女性に高度な教育
をと考えたクラークソンは、特に自然科学系の授業の充実をはかると共に設備を拡充し、
さらに図書館の充実にも取り組んだという30。 
こうした変化の中で、生徒たちは学ぶことの奥深さを経験したようだ。1882（明治 15）
年 6 月に卒業予定であった 1 回生は、一連の教育改革の中で採用された吉田作彌の哲学の
授業に深い感銘を受け、6月に完結できなかった授業を続けてもらいたいと願いでて認めら
れ、卒業式は半年延期されて 12月 22日に行われたのであった。31 
こうして 20歳を目前にした清子は神戸ホーム／英和女学校での 7年の学びを終え、他の
11 人と共に第 1 回卒業生となった。清子は穏やかな性格で、第 1 回卒業生の中でももっと
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も優秀な一人であったという32。 
③結婚、神戸から福岡へ、そして前橋へ 
 卒業式から 6 日後、清子は不破唯次郎と女学校の講堂で結婚式をあげ、不破の赴任地福
岡へと向かった。熊本出身の不破は同志社英学校の第 1 回卒業生で、キリスト教伝道者を
志し、1879年の卒業と同時に福岡で活動を開始していたのである。33 
 福岡は長崎や熊本と異なって、継続的なキリスト教伝道の始まりは遅く、定住伝道者は
不破が最初であった34。不破を福岡に招いたのは、西南戦争の際、福岡でそれに呼応したた
めに兵庫監獄に収監され、その後神戸教会と英和女学校（神戸ホーム）による監獄伝道を
通してキリスト者になった大神範造や安永寿である。刑期を終えて福岡に帰った大神や安
永は故郷に福音をと願い、新島襄に相談。不破が赴くことになったのであった。不破は神
学生時代に何度も監獄に通い、服役中の大神や安永らと「胸襟を開いて伝道計画を語り合
う」ような間柄になっていた35。したがって不破の福岡行きは自然な流れであっただろう。 
清子もこの監獄伝道の参加者であった。そもそも清子が不破と知り合ったのは監獄伝道
を通じてであったのだ。大神や安永にとっては、旧知の清子が不破の妻として来福すると
いうのは格別の喜びだったのではないだろうか。 
 清子が不破の妻として福岡に赴いた頃はまだ教会堂はなく、不破は橋口町に開設したキ
リスト教講義所で聖書講義を行ったり、英学研究所を作ったり、まさに開拓期の只中だっ
た。キリスト教に対する周囲の反感は強く、伝道は困難を極め、経済的にも困窮したため、
大神や安永は行商をしながら不破を助けたという。清子は講義所で英語を教授し、地域の
女性たちと積極的に関わりをもって伝道に貢献した。こうして少しずつ受洗者が現れはじ
め、福岡呉服町に教会堂を建築。1885（明治 18）年 6月 7日、福岡基督教会（現在の日本
基督教団福岡警固教会）設立式と不破の按手礼および牧師就任式が挙行されたのであった。
36 
教会設立式の 8 日後、福岡のキリスト教伝道にとってもう一つ大きな出来事があった。
前年から活動を開始していたメソジスト教会が女学校を開校したのである。校名は英和女
学校（現福岡女学院）。生徒数 30 名足らずで出発した小さな学校で、キリスト教への反感
から投石されることもあったが、半年後には「学習を志して入学してくる者が日を追って
増加し、学校（家屋）も狭苦しさを感じるように」なったという37。不破はメソジストの福
岡美以教会牧師の谷川素雅と親交があり、協力関係にあったので38、女学校についても谷川
から聞かされて、よく知っていたにちがいない。『共愛学園百年史 上巻』は、福岡での女
学校設立を間近で見ていた経験が、後になって清子と不破が前橋での女学校設立に関わる
伏線のひとつとなったのではないかと推測している39。 
 さて、教会設立後の伝道をどうするか。不破は常駐の宣教師を招き、また、学校を設立
したいと考えていたらしい。しかし、1886（明治 19）年 4月に京都で開催された日本基督
伝道会社の年会で不破の前橋移動が決定する。40 
 不破の突然の転任は教会にとって打撃であった。清子の転出も同様である。かつて伝道
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旅行で福岡を訪れたアメリカン・ボードの宣教師が、清子の存在によって教会はよくまと
まっており、その人的地盤は堅固であるとの報告を行ったように41、婦人会活動の推進者で
あった清子はなくてはならぬ人であった。また、清子は地元の知名人たちの信頼も篤かっ
た。不破の転任が決まると福岡婦人協会が清子を、同じく夫の転任で離福する新聞社主幹
の妻と共に主賓に迎えて送別会を開いたという。42  
こうして転任の決定から 3ヶ月。23歳になった清子は夫と共に福岡を後にし、1886（明
治 19）年 7 月初旬、前橋に到着した43。なお、清子は福岡で二人の子を産み、そのうち長
女を亡くしている44。 
 
２ 村山雪子の場合 
①生い立ち、そしてキリスト教との出会い 
 次に村山雪子の足跡をたどってみよう。『共愛学園百年史 上巻』はまず、雪子が清子の
姪であることを紹介し、来橋するまでの雪子の履歴を次のようにまとめている。 
「村山雪子は 1864（元治元）年 12 月 2 日、摂津国三田藩屋敷町（現兵庫県三田市屋敷
町）に父正敏、母道子の長女として生まれ、1875（明治 8）年小学校を卒業し、80（同 13）
年神戸英和女学校（現神戸女学院）に進んだ。卒業後一時高田信愛女学校（新潟県高田市）
に勤め、87（同 20）年 1月前橋英学校教師として来橋している。東群馬・南勢多高等小学
校の教師を兼ねての英学教授であった」45。 
生年を見ると、清子と雪子は 1 年しか違わない。おばと姪の関係とはいえ、二人は姉妹
のように育ったと思われる。雪子も清子と同じように、宣教師の三田伝道で始めてキリス
ト教に接し、清子が女学校／神戸ホームに入学したのを機に、さらにキリスト教に近づい
たであろう。 
先に述べたように、清子は宣教師の助手として時折三田に戻り、女性や子どもを対象に
した伝道集会を宣教師に代わって采配したり、母や姉妹たちと家庭で聖書を読む集会を開
いたりした。自由に英語を操り、オルガンを弾き、聖書の解説をする清子の姿は雪子の目
にまぶしく映ったに違いない。雪子は清子の後を追うように 1880 年、16 歳で神戸の女学
校／神戸ホームに進学する。小学校を卒業してから 5年後のことであった。 
雪子の受洗や教会での様子については現在のところわからない。ただ、雪子は第一回生
の清子ほどでないにしても、宣教師たちの影響下で生活することを通してより身近にキリ
スト教を経験したであろうし、英和女学校と神戸教会は緊密な関係を続けていたので46、雪
子も神戸教会で洗礼を受け、神戸教会で活動したと思われる。 
なお、『共愛学園百年史 上巻』は清子の進学の後、「姪の雪子と敏子らがこれに続き、
やがて一家をあげて教会の門をくぐることになる」47と述べ、さらに、明治 20 年 4 月 25
日付の雪子宛母道子の手紙を紹介して、熱心なキリスト者となった村山家の人々のその後
を伝えている48。 
②学校生活 
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 雪子は、前年に女学校／神戸ホームが校名を英和女学校と定め、5年制の新課程を採用し
た 1880（明治 13）年 9 月に入学し、1886（明治 19）年 7 月に卒業した49。つまり、クラ
ークソンが「高度の知的教育」を進めるための教育改革を推進した年に入学し、病気で帰
米したクラークソンの後を引き継いだエミリー・M・ブラウンとブラウンを補佐したスーザ
ン・A・ソールが、女学校の教育の方向性を「身体・精神・霊魂の三者の一致調和した完全
な人格の育成をめざす」教育、すなわちリベラル・アーツ教育に見出した時期に卒業した
のである50。言い換えれば、雪子は女学校が教育機関としての自覚を深め、その教育理念を
確立していく時期に学生時代を過ごしたといえよう。 
 では雪子は実際にどのような科目を受講したのか。『神戸女学院百年史 各論』に付され
た略年表によると、雪子が入学した 1880（明治 13）年 9月の項には次のようにある。 
「新課程に基づく新学年を開始、国語、漢文のほかに、英語で代数、幾何、科学、植物
学、地理、歴史、英文法が講じられた」。51 
クラークソン改革の趣旨に従って自然科学系の科目が増えているのがわかる。それらか
英語で講じられたというところが英和女学校らしい。 
こうした方向は周囲の人々に受け入れられ、入学生は増えていった。新課程が始まって 5
年めの 1885（明治 18）年 12 月には創立 10 周年の記念式が行われたが、この年の在籍者
は 125名で、約半数が寄宿生と報告されている52。この年、雪子は最終学年であったが、以
下の記述をみると、雪子が下級生の学習指導をする上級生の一人だった可能性は高い。 
「当時教職員としてはブラウン校長、ソール女史のほか山内松鶴、吉田作彌両名と母校
卒業生 7名が常勤し、また信徒たる上級生五名が選ばれて各一学級の学習を指導していた」。
53 
また、時期は前後するが、クラークソンが報告している 1881（明治 14）年 1月の寄宿舎
内の様子も興味深い。 
「われわれの新しい台所が完成されています。少女たちは一般の家事の仕事に加えて、
彼女らの昼食や夕食造りの仕事を行っています。適当な寮母もおらず、また私が日本料理
の調理法を知らないことで、私が指導することは少しく困難です。しかし四人の上級生が
いて、彼女らは十分に熟練しており、彼女らの元気のよい助けによって台所仕事は大変明
るいものになります」。54 
 この時、雪子は寄宿生活 2 年目だったが、年齢的には年上だったので年下の生徒の面倒
をみる側だっただろう。雪子はこのような賑やかな共同生活の中で、寄宿舎生活を過ごし
たのであった。なお、寄宿舎の「すし詰め」状態は衛生上問題であり、なによりも宗教的
生活訓練ができないという理由で、その後寄宿舎は増築されている。55 
こうして 16 歳から 21 歳の 5 年間を英和女学校で学んだ雪子は、7 人の第 4 回卒業生の
うちの一人として 1886（明治 19）年 7月、女学校を後にした。56 
③卒業、新潟を経由して前橋へ 
 『共愛学園百年史 上巻』によると、雪子は卒業後、新潟県高田市にある高田信愛女学
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校に教員として赴任。本人の履歴書によれば、9月から 12月まで高田におり57、翌年 1月、
前橋英学校で教えるため来橋した。英語教育と女子教育への貢献を期待されてのことであ
った。58 
 
３ 笹尾縫の場合 
①生い立ち、そしてキリスト教との出会い 
最後に笹尾縫の足跡をたどってみる。ここでもまず、『共愛学園百年史 上巻』の記述を
確認したい。縫が来橋するまでの履歴は以下のように述べられている。 
「笹尾縫は陸地測量図の完成者として著名な父小管智淵と母さくとの二男五女の次女と
して 1864（元治元）年 12 月 7 日江戸に生まれた。一時浜松に移り、後上京して原女学校
に学び、1877（明治 10）年東京銀座教会でタムソンから受洗、後笹尾精憲に嫁いで 20 代
の若妻時代を前橋で過ごしている。夫精憲も 88（同 21）年同教会で奥野昌綱から受洗した
クリスチャンであった」。59 
ここで縫が学んだとされている原女学校は、1876（明治 9）年 9 月に東京銀座 3 丁目に
開校したキリスト教学校である。設立者は宣教師や伝道団体ではなく、その前々年に米国
長老派教会宣教師カロゾルスから洗礼を受け、キリスト者となった原胤昭であった60。原は
開校にあたって発表した設立趣意書で、国の発展には子どもを育てる女性の教育がなによ
りも大事であるのに「良善の学校」が少ない、そこで、自ら出資して女学校を設立すると
その決意を述べている61。 
なぜ、この時期に原は女学校を開設したのか。その背景には A6 番女学校の閉校がある。 
A6番女学校は、カロゾルスの妻ジュリアが 1870（明治 3）年に築地居留地 6番の宣教師
館で始めた塾である62。最初は数名だった生徒が次第に増えて、数年後には 25 人前後にな
り、その半数は寄宿生であった。本国への手紙には、外形ばかり気にしている日本の女性
に「彼女達も魂を持っていることを教えたい」、「役に立つ、よい女性にしたい」と書いて
いる。ちなみにジュリアは孤児をひとり引き取って育てていた。63 
原はカロゾルスからキリスト教を学ぶためにこの宣教師館に通っていたので、ジュリア
の働きを間近で見てよく知っていた64。カロゾルスの宣教師辞任によりこの学校の廃止が決
まった時、原は残念に思っただろうし、失意のジュリアに同情したであろう。日本橋萱場
町の町方与力の家に生まれ、したがって土地勘も人脈も親からの資産もあり、受洗の年に
銀座 3 丁目で日本初のキリスト教書店十字屋（現在の銀座十字屋）を開業するほど実行力
があった原は65、ジュリアの志と働きを無駄にしてはならないと考えたに違いない66。A6
番女学校が 4月に閉校すると、5月には「私学開業願」を東京府に提出、校舎建築に取り掛
かり、9月に自分の名前を冠した女学校を開校したのだった。入学生は A6番女学校から移
ってきた生徒が中心で、ジュリアも原女学校で 4ヶ月間教えたという67。 
縫の姉茂は A6 番女学校の生徒であったので68、おそらく原女学校に移ったと思われる。
そして、姉に続いて縫も入学したのではないか。縫は 12歳だった。 
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こうして、原女学校で縫はキリスト教に出会うことになる。英語と聖書、生活指導は経
験豊かな女性宣教師マリア・ツルーの担当だった。また、女学校の中に教会が設立され69、
東京の、あるいは全国的なキリスト教集会がしばしば学校を会場に開催された。学校は原
の「社会活動の根拠地の役割を果たした」のである。生徒たちは「原の意を受けた宣教師
ツルーらによる教育を受けとめ」、そうした集会に熱心に協力し、オルガン奏楽や讃美歌合
唱など、さまざまな形で奉仕したという70。 
縫が寄宿生だったか通学生だったかはわからない。明治 10年の届出書類には生徒数 23、
その内寄宿生 13 という数字が残っている71。たとえ寝食を共にしない通学生であっても、
ツルーの人柄やその授業、また、学校で開催されるさまざまな教会活動に感化されたこと
は想像に難くない。縫は 1878（明治 11）年、長老派の宣教師タムソンから受洗する。縫が
洗礼を受けた東京銀座教会は、カロゾルスの宣教師館にあった東京第一長老教会から分か
れて、原らが中心になって原女学校の中に設立された教会であった（現在の日本基督教団
巣鴨教会）。縫の学校生活と教会生活は切り離しがたく結びついていたことが伺える。 
それにしてもなぜ、小管智淵とさくは自分の娘たちを A6番女学校、続いて原女学校に入
学させたのだろう。彼らと女学校の接点は不明であるが、かつて幕府の洋学研究機関であ
った開成所で幕府工兵隊の創設準備にあたっていたという智淵には、もともと「欧米の科
学を広く学びたいという姿勢」があったという72。五稜郭閣僚の数少ない生き残りの一人と
して智淵がどのような思いを持って新政府に仕えたのかは推測するしかないが73、少なくと
も娘達には新しい時代の最高の教育を受けさせたいと考えていたのであろう。山県有朋に
見込まれて参謀本部測量課長となって以降、智淵は要職を歴任し、測量家として名を成し
ていくが、家計は苦しかったらしい74。それでも彼は娘達を、内容においてはもちろんだが、
経費においても「当時として最も高級な学校」で学ばせたのであった75。 
②学校生活 
原女学校で縫は何を学び、どのような経験をしたのだろうか。 
まず、学科についてであるが、明治 9 年に東京府に提出された「私学開業願」には次の
ようにある。 
「学科 英学 
  但し米国婦人トルースを官許の上雇入英語教師とす。 
 教則  
  下級生徒 綴書 読本 会話 地理書初歩 
       窮理書初歩 文典 算術 
  上級生徒 地理書 窮理書 修身学 歴史 
       経済書 算術 点竄」76 
また、明治 10年の届出書類には、学科が「英語学、実則小学」となっているという77。 
では、実際の学校生活はどのようなものだったのだろうか。残念ながら縫に関する資料
は見つけられなかったが、縫の姉茂とともに A6番女学校で学んだ渡瀬かめ（旧姓会田もし
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くは相田）の手記が、その娘によって『女史学院八十年史』78に紹介されている。少し長く
なるがその一部を紹介したい。なお、冒頭に出てくる新栄女学校は、A6番女学校の隣に開
設された B6番女学校が原女学校と同じ時期（1876（明治 9）年）に新栄町に移転したこと
から付けられた呼称で79、後述するように、2年で閉校になった原女学校の生徒が移動した
先である。手記の内容は A6 番女学校の様子も混在しているので、明治 7 年から 13年頃の
アメリカ長老派教会宣教師が運営する女学校の様子として読んでよいだろう80。原は日本人
経営ということにこだわったので、かめの経験がそのまま原女学校にあてはまるわけでは
ないが（例えば、明治 10年の届出では原女学校には外国人教師 2名、日本人教師 2名がい
た81）、同じ長老派の流れにある女学校として似通った雰囲気はあっただろう。最後の部分
でかめが、原女学校で教えたツルー宣教師に言及していることにも注目したい。ちなみに、
A6 番女学校、B6 番女学校、原女学校、新栄女学校の流れに桜井女学校が加わって、現在
の女子学院が形成されていくのである。 
「母かめ子の記録は言う『明治 9年 11月晩秋の薄日が新栄女学校の洋館の窓を和やかに
照らしている。若き西洋婦人が少女等を前にしてゆっくりゝ英語を話している教壇の上に
は直径一尺位の地球儀が置いてある。生徒はいずれも 15、6歳、銀杏返し、桃割、唐人髷、
長袖の着物に小倉の袴も穿いている者もあって、熱心に謹聴している。 
その頃の宣教師達は伝道六分教育四分の方針であった。入学した年の暮にはカロザース
牧師から洗礼をうけた、自分は真理を学ぶ喜び、神を信ずる心強さ、何ものにもかえ難く
嬉しかった。教師は全部英米人であった。聖書、植物学、天文学、万国史、万国地理、ウ
イルキンソン・ナショナル・リーダー、凡て英語を用いた。教授法は実に進歩的で、例え
ば植物学では、生徒各自に木箱を与え、土を盛り、草花の種を播き、発芽、成育、開花の
順序を観察する。天文学では、望遠鏡を備え、天体を観察する事を教えた。 
師事した教師のうちにはミセス・カロザース、ミス・ヤングマン、ミス・ギューリック
などがいた。彼等は宗教的熱情に燃え、奉仕の念厚く育英事業に社会事業に献身した。特
に、明治 11年原女学校から新栄女学校に移ったミセス、ツルーは（Mrs.True）人格、才能
共に優れ、教え子らに大いなる感化を与えた」。82 
宣教師の感化に加えて、縫に影響を与えたと思われる出来事がある。それは「投書」で
ある。『女子学院の歴史』によると、明治 10 年前半に原女学校の生徒達の投書が『七一雑
報』に次々に掲載された。同書は、この時期に教育の一環として投書が奨励されたのでは
ないかと推測し、12 の投書の題を紹介しながら、その内容を分析している。当時の原女学
校の生徒達がどのようなテーマに関心をもっていたのか、ここでは投書の題を紹介してお
こう。 
「世ノ父母ニ告グ」「制度ハ人智ノ度ニ随テ改革スベキ論」「神ノ字ヲ妄用スベカラザル
論」「回々教ヲ論ズ」「遁辞ノ戒」「勧品行説」「投書（水ハ方円ノ器ニ随ヒ人ハ善悪ノ友ニ
因ル）」「投書（安危ハ是非ニ在テ強弱ニ在ラズ）」「女学校ヲ盛ニ創立スベキ論」「学問論」
「弁解」「世ノ父母ヲ諫ム」83 
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これらの投書は、生徒達が学んだ知識を土台に社会を見つめ、自分の考えを発信する真
摯な取り組みだったが、残念なことに男性読者からの「揶揄と嘲笑」に満ちた反論が次々
に投げつけられたという。女が一人前の口をきくなという類の反応である。生徒の投書中
の「弁解」はそうした反論に対する真摯な再反論なのだが、それすらまともに受け止めら
れることはなかった。『女子学院の歴史』は、当時の原女学校の生徒は投書への反応を通し
て女性蔑視の現実を知ったが、それすら彼女達をして「現実に根ざした眼で自己と社会を
みつめることを可能とした」と述べている。84 
投書の中の「女学校ヲ盛ニ創立スベキ論」は縫の姉茂のものと思われる85。茂は「三絃戯
舞」を学ばせるこれまでのお稽古事は「淫情を買う」ものであるとし、「子どもに知識を得
させるのは、農夫が種を播くようなもの」なのだから、女の子は学ばなくてもよいという
考えは間違っていると主張している86。入学したばかりの縫は、姉達上級生が投書をめぐっ
て議論する様子を見ていただろう。何よりも学問と社会と結びつけるという原女学校の教
育の姿勢は縫の生き方に大きな影響を与えたに違いない。 
前述のように、原は女学校をキリスト教の集会に開放したが、その中には原が関係した
社会運動の集会も多かった。1877（明治 10）年 12月には貧困者救済のために「救援義会」
という慈善組織を女学校内に設置したという87。今で言えばホームレス支援団体の事務所が
学内に置かれているという状況であろう。後に原は自らが入獄した体験から監獄改良・免
囚保護事業に取り組むようになるが、彼の「信仰を社会にどう生かすか」を問い続ける姿
勢は88、すでに原女学校の教育の中に生きていたと言えよう。縫はそういう環境の中で 12
歳から 14歳までの時期を過ごしたのであった。 
③結婚、そして前橋へ 
原女学校は開校から 2年、1878（明治 11）年 7月に経営難のため閉校する。生徒たちは
新栄女学校に移っていった89。縫はどうしたのだろうか。原女学校後、結婚までの縫の消息
は今のところ資料がなく不明である。しかし、何歳の時かはわからないが、縫は第 33国立
銀行前橋支店長笹尾精憲と結婚し、来橋するのである。ちなみに、同支店支配人種田誠一
は縫の姉茂の夫であった。90 
 
結び 
 前橋で不破清子と村上雪子は再会し、二人と笹尾縫は初めて顔を合わせた。そして、三
人は思いがけず、共に前橋英和女学校の設立に貢献することになるのである。清子 25 歳、
雪子と縫は共に 24歳であった。 
三人の足跡をたどってみると、前橋英和女学校の設立に際して、三人はそれぞれが受け
た教育の特長を自分の役割として引き受けているようである。すなわち、神戸で開拓的な
働きをしたタルカットとダッドレーの薫陶をうけた清子は前橋でも開拓的な役割を受け継
ぎ、神戸で教育者として活躍したクラークソンやブラウンの下で学んだ雪子は良き教師と
しての役割を担い、東京を本拠地に社会改良に取り組んだ実業家原胤昭の学校で学んだ縫
 共愛学園前橋国際大学論集 No.18 304 
は、前橋でも学校の幹事として実際的な側面から運営を支えたのである。『共愛学園百年史 
上巻』の巻末注に収録されている第 1 回卒業生中村まつの手記の中で、まつが雪子を前橋
英和女学校の「生みの母」と呼んで慕っている91のは決して偶然ではない。雪子が三人の中
でもっとも生徒に近い「教師」の役割を担っていたからなのである。 
開拓者・清子、教育者・雪子、実務家・縫。それぞれ異なった役割を担った三人に共通
するのは、女学校教育への思いである。10 代の成長著しい時期に、旧来の因習を恐れるこ
とはない、背筋を伸ばして歩きなさい92と励まされ、学ぶこと、働くこと、共に生きること
の楽しさを経験した。その女学校の日々が人生の土台をつくってくれた。前橋の少女たち
にも教育の機会を、それもキリスト教に基づく女学校をと考えたのは当然であろう。三人
はそれぞれの個性を生かして、女学校設立のために発言し、実際に動いたのであった。冒
頭で彼女達の「確固たる意志と情熱」はどこから来たのかという問いを立てたが、それは
もちろん、彼女達がそれぞれの母校で受けた教育から来たのである。 
さて、女学校が設立され、とにもかくにも歩み出したことを見届けると、三人はそれぞ
れ次の場所へと散っていった。清子は女学校設立の翌 1889（明治 22）年 1月、産後の病か
ら回復できず、天国へと旅立った93。雪子はその半年後、牧師山中百
はげむ
と結婚して四国・今
治の地へ向かった94。さらに翌年 9月には、縫が経済的事情により東京に戻っていく95。夫
の事業が傾いたのだった。こうして前橋に集合した三人は、使命を果たして解散した。 
縫の離橋と相前後して、前橋英和女学校は岩神の新校地に移転し、校名を上毛共愛女学
校と変更して次のステップへと進んでいくことになる。三人の協働は次の世代へと引き継
がれたのであった。 
こうしてみると、三人の来橋は不思議な出来事だった。三人ならここで聖書を引用する
だろう。 
「神のなされることは皆その時にかなって美しい」（「伝道の書」3章 11節、口語訳）。 
 
（注記 引用文に関しては、原則として旧字体旧仮名遣いを新字体新仮名遣いに改めた。
また、漢数字をアラビア数字に改めたところがある。） 
                                                   
1 不破清子、村山雪子の名前表記は前橋英和女学校設立時の本人履歴書では「きよ」「ゆき」
であり、また、「清」「雪」と表記されることもある。また、笹尾縫も「ヌイ」と表記され
ることがあるが、ここでは全て『共愛学園百年史 上巻』に従う。 
2 共愛学園百年史編纂委員会『共愛学園百年史 上巻』（学校法人共愛学園 1998年）序 
3 前掲書 148-150頁、725-728頁 
4 前掲書 150-155頁 
5 日本基督教団神戸教会編『近代日本と神戸教会』（創元社、1992年）39頁。「3教会」
とは「神戸、多聞、兵庫」の 3つの教会のこと。 
6 アメリカン・ボード最初の日本への宣教師ダニエル・クロスビー・グリーンは、妻メリ
ーと共に 1869（明治 2）年 11月横浜に到着。神戸を伝道地と定め、翌年 3月に神戸に居を
移した。神戸女学院百年史編集委員会『神戸女学院百年史 各論』（昭和 56年）15-16頁 
7 『日本キリスト教歴史大事典』（教文館 1988年）「神戸教会（日基教団）」の項。当初
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は「摂津第一公会」と呼ばれた。 
8 神戸女学院百年史編集委員会『神戸女学院百年史 総説』（神戸女学院、昭和 51年）7-15
頁。 
9 後に笹尾縫が学ぶことになる原女学校の設立者原胤昭も 1874（明治 7）年に東京で宣教
師カロゾルスから受洗しているが、「洗礼志願者は皆な決死の覚悟であった」と宣教師との
試問のやりとりを回想録に残している（太田愛人『開化の築地・民権の銀座 築地バンド
の人々』築地書館 1989年、74-75頁）。なお、この時神戸教会で受洗した 11人の中には、
獄死した市川栄之助の妻で自身も投獄されていた市川まつ、また、後に不破清子と同窓に
なる神戸女学院第 1回卒業生甲賀ふじがいる。 
10 清子の生年、小学校入学年、洗礼年については資料①②③の間に相違がある。本稿では
生年については『共愛学園百年史 上巻』本編の 1863（文久 3）年を採用（193頁）。洗礼
年については Kawamura Ishiiを採用。入学年については併記した。また、洗礼場所につ
いては『共愛学園百年史 上巻』本編の記述に基づいた（194頁）。①深沢利重「不破清子
の履歴書」（『百年史』748-750頁）、②本人履歴書の転写（（『百年史』742頁）、③Noriko 
Kawamura Ishii “American Women Missionaries at Kobe College, 1873-1909: New 
Dimensions in Gender”(New York and London: Routledge, 2004)  p.229 
11 共愛学園百年史編纂委員会 193-194頁 
12 グリーンに続いてアメリカン・ボードから送られた初期の宣教師は以下である。O.H.
ギューリック（1871年 3月夫妻で来日）、ジェローム・ディヴィス（1871年 12月家族で
来日）、ジョン・ベリ （ー宣教医、夫妻で来日、1872年 5月来日）、イライザ・タルカット、
ジュリア・ダッドレー（タルカットとダッドレーは同じ船で 1873年 3月来日）。神戸女学
院百年史編纂委員会（総説）6-7頁、19頁 
13 ベリーの勧めで来日後初めての夏を避暑地有馬で過ごしたディヴィス一家がそこで九
鬼の家族と出会い、親しくなった。神戸女学院百年史編集委員会（総説）26-28頁 
14 1875（明治 8）年 7月にアメリカン・ボードによる 3番目の教会として摂津第 3公会（現
摂津三田教会）が設立される。その設立式と洗礼式の場所は屋敷町にある旧三田藩主九鬼
家大広間であった（『日本キリスト教団摂津三田教会 創立百年周年記念史』1975年、23
頁）。つまり、旧藩士たちにとってキリスト教は安心して近づける宗教であったと言える。 
15 神戸女学院百年史編集委員会（総説）29頁。 
16 Noriko Kawamura Ishii p.229、共愛学園百年史編纂委員会 742頁 
17 神戸女学院百年史編集委員会（各論）141頁 
18 前掲書 87頁。『めぐみ』第 55号（大正 2年 3月付録）からの引用。 
19 Noriko Kawamura Ishii p.226、神戸女学院百年史編集委員会（各論）154頁 
20 日本基督教団神戸教会 26頁 
21 Noriko Kawamura Ishii  p.227 
22 神戸女学院百年史編集委員会（総説）45頁には寄宿舎 10名のうち 5名は家庭が授業料
や寄宿費を負担し、「3名は寄宿舎等で手伝いの仕事に奉仕しているため、宣教師団によっ
て学費が支払われており、残りの 2人は助手としての任務をもち、その報酬を受けて勉学」
していると書かれている。一方、1876年 9月 14日付ギューリックの手紙を紹介したNoriko 
Kawamura Ishii論文によれば、清子も信も、寄宿舎の手伝いと助手の仕事の両方を担当し
ていたようである（pp.226-228）。 
23  Noriko Kawamura Ishii p.228 
24 Noriko Kawamura Ishii p.226 
25 神戸女学院百年史編集委員会（総説）49頁 
26 神戸女学院百年史編集委員会（各論）88頁 
27 Noriko Kawamura Ishii p.228、なお、清子は目が弱かったらしく、クラークソンは
同じ手紙に、清子が一日に 4度も目を洗いに来ると書き留めている。 
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28 同上 
29 神戸女学院百年史編集委員会（総説）67頁では、タルカット、ダッドレー、バロウズ
は伝道者気質、クラークソンは知的な教育者というふうに両者の相違が分析されている。
また、80頁ではクラークソン後に着任したブラウンとソールが、学校を伝道本位に進める
べきか、教養本位に改めるべきかという難題にぶつかったと指摘している。 
30 神戸女学院百年史編集委員会（総説）62-68頁 
31 神戸女学院百年史編集委員会（総説）72頁 
32 Noriko Kawamura Ishii p.229 
33 共愛学園百年史編纂委員会 155-167頁。初代校長不破唯次郎の来橋までの履歴がまとめ
られている。 
34 福岡警固教会百年史編集委員会『福岡警固教会 1』（日本キリスト教団福岡警固教会、
2010年）50頁 
35 前掲書 35-36頁 
36 前掲書 50-51頁、56-57頁、62-63頁 
37 福岡女学院百年史編集委員会『福岡女学院百年史』（学校法人福岡女学院 1987年）42-43
頁 
38 前掲書 16-17頁、福岡警固教会百年史編集委員会『福岡警固教会Ⅱ』（日本基督教団福
岡警固教会、2013年）40-41頁、同（Ⅰ）59-60頁 
39  共愛学園百年史編纂委員会 167頁 
40 福岡警固教会百年史編集委員会（Ⅱ）28-30頁。なお、この時の日本基督伝道会社第 9
回年回が日本組合基督教会第 1回総会となった（『キリスト教歴史大事典』「日本組合基督
教会」の項）。 
41 Noriko Kawamura Ishii p.229 
42 福岡警固教会百年史編集委員会（Ⅱ）41頁 
43 共愛学園百年史編纂委員会 167頁 
44 前掲書 749頁 
45 前掲書 169-170頁 
46 日本基督教団神戸教会編 28頁に両者の関係について以下の記述がある。「1933年（昭
和 8）に西宮に移転するまで、学生、教職員、卒業生ら、同校関係者が教会在籍者の過半を
占めるなど、神戸教会と密接な関係を続けた」。 
47 共愛学園百年史編纂委員会 194頁 
48 共愛学園百年史編纂委員会 735頁。なお、村山家資料として村山茂『藻塩草』上巻（1957）
と村山高『わがルーツを探る』（1985）が挙げられているが（750頁）、筆者は未見である。 
49 清子と雪子の時代、学年は 9月開始 6月終了であった。4月開始になったのは 1899年
からである。神戸女学院百年史編集委員会（各論）693頁 
50 神戸女学院百年史編集委員会（総説）81-82頁ならびに「神戸女学院の 125年」編集委
員会『神戸女学院の 125年』（神戸女学院 2000年）28頁。1885年、ブラウンの念頭にカ
レッジ構想がわき、身体、精神、霊魂の一致調和のイメージとして三つ葉のクローバーを
校章とした。現在の神戸女学院の校章の原型となっている。 
51 神戸女学院百年史編集委員会（各論）690頁 
52 前掲書（各論）691頁および同（総説）82頁 
53 神戸女学院百年史編集委員会（総説）82頁 
54 前掲書 68頁 
55 前掲書 82頁 
56 神戸女学院百年史編集委員会（各論）名前については 211頁、人数については 691頁 
57 共愛学園百年史編纂委員会 169-170頁に「新潟県高田市にある高田信愛女学校」とあり、
742頁の本人履歴では「同国高田進愛女学校」とある。 
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58 不破唯次郎は前橋教会着任直後から前橋英学校で教え、1887（明治 20）年 7月には校
主を引き継いでいる。雪子を英学校に呼んだのは清子と不破の考えによるのだろう。共愛
学園百年史編纂委員会 137頁、169頁 
59 共愛学園百年史編纂委員会 728頁 
60 『日本キリスト教歴史大事典』「原胤昭」ならびに「カラゾルス」の項。なお、カロゾル
スはカラゾルス、カロザース、カローザスなどさまざまな表記があるが、本稿では『女子
学院の歴史』に従ってカロゾルスとする。カロゾルスは 1869（明治 2）年、妻ジュリアと
共にアメリカ長老教会の宣教師として来日。 
61 女子学院史編纂委員会『女子学院の歴史』（学校法人女子学院 1985年）51-56頁 
62 ジュリアの塾の始まりをいつとするか、さまざまな立場があるが、ここでは A6番女学
校をルーツの一つとする女子学院の立場を採用する。女子学院資料室委員会『目で見る女
学院の歴史』（1992年）9頁 
63 小檜山ルイ『アメリカ婦人宣教師 来日の背景とその影響』（東京大学出版会 1992年）
208頁 
64 太田愛人 73頁 
65 女子学院史編纂委員会 66-67頁、太田愛人 79-81頁 
66 小檜山ルイ 207頁、女子学院史編纂委員会 54頁 
67 小檜山ルイ 313頁 
68 『植村正久と其の時代 第 5巻』（教文館、昭和 13年）641頁には、『女子学院五十年史』
（1928年）から再録された 2枚の写真が上下に並べて掲載されている。上の写真は「築地
カロゾロス夫人の女学校の生徒（明治六年 1873年）」、下の写真は「上図の現存者（昭和
三年 1928年現在）」で、下の写真の説明に「種田しげ（旧 小菅）鉄道馬車の創業者・同 
誠一夫人（実父は測量の大家小菅智淵）」とある。つまり縫の姉である。なお、この写真は
『目で見る女学院の歴史』（1992年）9頁では、「1875（明治 8）年頃の生徒たち」と紹介
されている。写真に写っている渡瀬かめの入学の年が 1874年になので（注 77）、この写真
は『目で見る女学院の歴史』の「1875（明治 8）年頃」が正しいであろう。 
69 女子学院資料室委員会 14頁の下の写真「銀座教会記録」 
70 女子学院史編纂委員会 59頁 
71 前掲書 58頁 
72 池上正道「測量家・小菅智淵の生涯」『技術史教育学会誌』第 10巻 1，2号（技術史教
育学会誌編集委員会、2009年 3月）。 
73 池上正道 5頁。智淵は土方歳三らに合流する際、家族との別れを決意して家族を浜松に
送る。その後、各地を転戦、五稜郭で敗戦を迎えるが、多くの仲間が処刑される中で助命
された智淵は「多くを語らない」人であったという。 
74 池上正道 5頁。智淵が亡くなったあと、さくは東京府に経済的支援の嘆願書を出すほど
困窮した。縫が女学生だった当時の智淵の経済状況は不明だが、まだ士官学校教官だった
智淵が裕福だったとは考えにくい。 
75 明治 10年の届出書類では原女学校の授業料は 1円で、桜井女学校・三浦女学校（両校
とも日本人経営のキリスト教学校）と共に当時の最高額だった。女子学院史編纂委員会 58
頁 
76 女子学院資料室委員会 14頁の上の写真「私学開業願」 
77 女子学院史編纂委員会 38頁 
78 田中光『女子学院八十年史』（女子学院 昭和 26年） 
79 女子学院資料室委員会 16頁 
80 渡瀬かめは明治 7年に A6番女学校に入学し、明治 13年に新栄女学校を卒業した。田
中光 64-65頁。 
81 女子学院史編纂委員会 58頁 
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82 田村光 64-65頁 
83 女子学院史編纂委員会 60-61頁 
84 前掲書 60-64頁 
85 前掲書 61頁では「小管成」となっていて名前の漢字が異なっているが、翌年（明治 11
年）の資料には結婚後の姓で「種田成子」として名前があがっている。「成」は「茂」の間
違いではないかと思われる。 
86 前掲書 61頁 
87 前掲書 66頁 
88 前掲書 66-68頁 
89 前掲書 59頁 
90 共愛学園百年史編纂委員会 728-729頁 
91 前掲書 744-747頁 
92 タルカットは日本の友人から、「あなたの学校の生徒は足を内股にしないで、体をまっ
すぐにして、まるで男のように歩くので注意するように」という助言を受けたことがある
という（神戸女学院百年史編集委員会（各論）159頁）。背筋を伸ばして歩きなさいという
タルカットの指導は、原女学校では自分の意見を世に問うという教育になって現れている。
神以外のものを畏れず、顔を上げて生きよというのは、明治のキリスト教女学校に共通す
る教育姿勢だったと言える。 
93 共愛学園百年史編纂委員会 193頁 
94 前掲書 208頁および福岡警固教会百年史編集委員会（Ⅱ）11-12頁 
95 前掲書 208頁 
